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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2024年６月28日に提出いたしました第21期（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）有価証券報告書の記載事

項で主要な顧客名を非開示としておりましたが、開示基準に基づき開示を行うため有価証券報告書の訂正報告書を提

出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　　　第２　事業の状況

　　　　　４　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　　　　（４）生産、受注及び販売の状況

　　　　　　　④　販売実績

　　　第５　経理の状況

　　　　　１　連結財務諸表等

　　　　　（１）連結財務諸表

　　　　　　　注記事項

　　　　　　　　（セグメント情報等）

　　　　　　　　　関連情報

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

４ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（4）生産、受注及び販売の状況

④　販売実績

 
（訂正前）

当連結会計年度の販売実績は、次のとおりであります。

事　業　部　門　別 売上高(千円) 前期比(％)

AIソリューション事業

ライフサイエンスAI 620,523 147.4

ビジネスインテリジェンス 1,861,313 19.3

経済安全保障 316,008 707.6

AIソリューション事業売上高　計 2,797,845 51.2

リーガルテック
AI事業

e デ ィ ス カ バ リ
サービス

Review 1,374,791 10.1

Collection, Process 397,165 △28.4

Hosting 1,921,097 △28.2

計 3,693,054 △17.6

フォレンジックサービス 884,373 △0.1

リーガルテックAI事業売上高　計 4,577,427 △14.7

合　　　         　　計 7,375,273 2.2
 

(注)１ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

EDINET提出書類

株式会社ＦＲＯＮＴＥＯ(E05700)

訂正有価証券報告書

2/5



 

２ 最近２連結会計年度の主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとお

りであります。

　　　　　前連結会計年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

大手国内製造企業　　757,952千円　10.50％

大手米国企業　　　　749,734千円　10.39％

訴訟や公的機関が関係する取引であり先方のビジネスへの影響が懸念されるため、主な販売先の社名の

公表は控えさせていただきます。

 
　　　　　当連結会計年度(自　2023年４月１日　至　2024年３月31日)

大手国内製造企業　　770,241千円　10.44％

大手米国企業　　　1,004,837千円　13.62％

訴訟や公的機関が関係する取引であり先方のビジネスへの影響が懸念されるため、主な販売先の社名の

公表は控えさせていただきます。

 ３ AIソリューション事業については、経済安全保障の重要性が増したため、当連結会計年度より組み替えて表

示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の販売実績の組替えを行っており

ます。

 
（訂正後）

当連結会計年度の販売実績は、次のとおりであります。

事　業　部　門　別 売上高(千円) 前期比(％)

AIソリューション事業

ライフサイエンスAI 620,523 147.4

ビジネスインテリジェンス 1,861,313 19.3

経済安全保障 316,008 707.6

AIソリューション事業売上高　計 2,797,845 51.2

リーガルテック
AI事業

e デ ィ ス カ バ リ
サービス

Review 1,374,791 10.1

Collection, Process 397,165 △28.4

Hosting 1,921,097 △28.2

計 3,693,054 △17.6

フォレンジックサービス 884,373 △0.1

リーガルテックAI事業売上高　計 4,577,427 △14.7

合　　　         　　計 7,375,273 2.2
 

(注)１ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２ 最近２連結会計年度の主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとお

りであります。

　　　　　前連結会計年度(自　2022年４月１日　至　2023年３月31日)

TMI総合法律事務所　　757,952千円　10.50％

Google LLC　　　　　 749,734千円　10.39％

（削除）

 
　　　　　当連結会計年度(自　2023年４月１日　至　2024年３月31日)

TMI総合法律事務所　　770,241千円　10.44％

Google LLC　　　　 1,004,837千円　13.62％

（削除）

 ３ AIソリューション事業については、経済安全保障の重要性が増したため、当連結会計年度より組み替えて表

示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の販売実績の組替えを行っており

ます。
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第５ 【経理の状況】

１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

【注記事項】

(セグメント情報等)

【関連情報】

　　

　（訂正前）

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

（省略）

３ 主要な顧客ごとの情報

  （単位：千円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

大手国内製造企業 757,952 リーガルテックAI事業

大手米国企業 749,734 リーガルテックAI事業
 

（注）　なお、訴訟や公的機関が関係する取引であり先方のビジネスへの影響が懸念されるため、主な販売先の社名

の公表は控えさせていただきます。

 

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

（省略）

３ 主要な顧客ごとの情報

  （単位：千円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

大手国内製造企業 770,241 リーガルテックAI事業

大手米国企業 1,004,837 リーガルテックAI事業
 

（注）　なお、訴訟や公的機関が関係する取引であり先方のビジネスへの影響が懸念されるため、主な販売先の社名

の公表は控えさせていただきます。

 

　　（訂正後）

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

（省略）

３ 主要な顧客ごとの情報

  （単位：千円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

TMI総合法律事務所 757,952 リーガルテックAI事業

Google LLC 749,734 リーガルテックAI事業
 

（削除）
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当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

（省略）

３ 主要な顧客ごとの情報

  （単位：千円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

TMI総合法律事務所 770,241 リーガルテックAI事業

Google LLC 1,004,837 リーガルテックAI事業
 

（削除）
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